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追 加 提 案 い た し ま し た 議 案 第 36号 か ら 議 案 第 38号 ま で

に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 36号 「 令 和 ２ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 15号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 衛 生 費 に つ い て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 対 応 対 策 関 連 経 費 と し て 、 職 員 の 時 間 外 勤 務 及 び

ワ ク チ ン 接 種 記 録 シ ス テ ム へ の 対 応 に 要 す る 経 費 に つ い

て 追 加 の 措 置 を 講 じ 、 災 害 復 旧 費 に つ い て は 、 鹿 児 島 県

治 山 林 道 協 会 か ら の 寄 附 金 に 伴 い 、 財 源 組 替 の 措 置 を 講

じ て お り ま す 。  

 

こ れ ら の 財 源 に つ き ま し て は 、 国 庫 支 出 金 及 び 寄 附 金

を も っ て 充 当 し 、 繰 入 金 に つ い て は 減 額 の 措 置 を 講 じ て

お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 157

万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

215億 2,6 2 8万 ５ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

こ の ほ か 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 す る 見 込 が な い た め 、

む ら づ く り 整 備 支 援 事 業 （ 災 害 対 応 分 ） に 明 許 繰 越 に よ

る 繰 越 し の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 37号 「 令 和 ３ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 １ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 衛 生 費 に つ い て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 対 応 対 策 関 連 経 費 と し て 、 ワ ク チ ン 接 種 実 施 医 療

機 関 ま で の タ ク シ － 代 の 一 部 助 成 及 び 電 算 シ ス テ ム の 借

上 げ に 要 す る 経 費 に つ い て 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  
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こ れ ら の 財 源 に つ き ま し て は 、 国 庫 支 出 金 及 び 繰 入 金

を も っ て 充 当 し て お り ま す 。  

 

 こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 300

万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

163億 300万 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 38号 「 副 市 長 の 選 任 」 に つ い て 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 前 副 市 長 の 退 職 に 伴 い 、 副 市 長

が 欠 員 と な っ て お り ま す の で 、 新 た に 選 任 し よ う と す る

も の で あ り ま す 。  

 

前 田 創 之
ま え だ く に ゆ き

氏 は 、 現 在 46歳 で 、 広 島 大 学 を 卒 業 後 、 九 州

旅 客 鉄 道 株 式 会 社 に 入 社 さ れ 、 Ｊ Ｒ 九 州 旅 行 鹿 児 島 支 店

副 支 店 長 や 、 九 州 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 旅 行 事 業 本 部 企 画 課

課 長 な ど を 歴 任 、 現 在 は Ｊ Ｒ 九 州 シ ス テ ム ソ リ ュ ー シ ョ

ン ズ 株 式 会 社 へ 出 向 さ れ 、 取 締 役 と し て 活 躍 さ れ て お り

ま す 。  

 

ま た 、 平 成 25年 ４ 月 か ら ３ 年 間 、 福 岡 経 済 同 友 会 に も

出 向 さ れ た 経 歴 の 持 ち 主 で も あ り 、 そ の 経 験 と 幅 広 い 人

脈 は 、 本 市 の Ｐ Ｒ 戦 略 を 構 築 す る 上 で 大 き な 力 と な り 、

交 流 人 口 の 増 加 や 地 域 経 済 の 活 性 化 な ど 、 本 市 の 発 展 に

大 い に 寄 与 し て い た だ け る も の と 期 待 す る も の で あ り ま

す 。  

 

以 上 の こ と か ら 、 前 田 創 之
ま え だ く に ゆ き

氏 を 本 市 の 副 市 長 に 適 任 で

あ る と 考 え 、 地 方 自 治 法 第 162条 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 同
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意 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

以 上 、 議 案 ３ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し

く 御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

――― 降  壇  ――― 


